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図　海底地震計情報の配信方法と鉄道向け電文のフォーマット

数の海底地震計におけるJR警報用加速度や警報用リアル

タイム震度をまとめた鉄道向け電文のフォーマットを定め

た。さらに，陸上局の現地処理において海底地震計情報の

品質をチェックして欠測やノイズを判定するフラグを立て，

一定間隔で受信するデータから鉄道事業者が欠測やノイズ

の発生を判断可能とする方法を提案した。
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(a) 海底地震計情報の配信手法 (b) 鉄道向け電文のフォーマット

ムよりも早く警報を出力するため

には，海底地震計情報を活用する

ことが有効である。本研究では，

海底地震計情報を鉄道の早期地震

警報に活用することを目的として，

海底地震計情報による警報手法，

配信手法，陸上局における現地処

理手法について検討を行った。は

じめに，海底地震計の活用方法と

してS波警報を先行して採用する

ことを提案した。次に，UDPプ

ロトコルによって一定間隔で電文

を伝送する配信方法を提案し，複


